
今日の歌♪ 

   「四つのテスト」 

真実かどうか 

みんなに公平か 

好意と友情を深めるか 

みんなのために 

なるかどうか 

今後の予定 

４月：ﾛｰﾀﾘｰ雑誌月間 

●12:４０開会点鐘 

●友情と親睦の握手 

●国歌斉唱 

●ロータリーソング 

 「四つのテスト」 

●お客様紹介 

●会長の時間 

●幹事報告 

●委員会報告  

 ・出席状況報告他 

●本年度事業報告 

     原田クラブ奉仕委員長 

 

●ご挨拶 

 樋口ガバナー補佐 

 亀井ガバナー補佐エレクト 

●その他  

 ・ニコニコBOX報告 

●１３：３０閉会の点鐘  

●本日の会合 

＜被選理事会及び予定者ｸﾗﾌﾞ協議会＞ 

北川、原田、高島、小北、日野、三木

橘、山口伊、嶋田、米田、木﨑、西田

重田、林(宏)、上山、岩本、金森、中野

多田、山本(一)、粟津、田中、岡山 

國田、原、川島、駕田 
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原点回帰～ロータリーのきずなとともに

2012-13年度 第38号 

2012-13年度高島会長テーマ 

 『                      

              』           

                                            

4/24 

（水） 

・卓話 

 上山芳次会員 

5/1 

（水） 

・卓話「日本航空  

 再上場で思うこと」 

(株)経営ｽﾃｰｼｮﾝ京都 

  田村繁和 様 

 紹介者：田中会員 

・定例理事会 

5/8 

（水） 

・定款により休会 

5/15 

（水） 

・クラブ協議会 

 新旧合同委員会 

・被選理事会 

第１８５9回例会プログラム 
２０１３年４月１７日（水） くずはゴルフ場 

月 日 3分間ｽﾋﾟｰﾁ 

4 24 駕田 会員 

5 

1 小西 会員 

8 定款により休会 

１5 ― 

２2 ― 

29 木﨑 会員 

6 

5 若林 会員 

１2 橘  会員 

19 西田 会員 

26 ― 

                   ▲鳥獣保護、最古の法律(676)▲三世一身の法制定

(723)▲徳川家康、死亡。75歳(1616)▲日光の杉並木完成(1648)▲伊藤博文・清国李

経方らが日清講和条約（下関条約）調印(1895)▲恐竜の卵の化石、初の発見(1923)
▲地方自治法発布(1947)▲東宝労組スト開始。撮影所に龍城(1948)  

樋口秀和ガバナー補佐・亀井ガバナー補佐エレクト訪問 

  

４月の花「ハナビシソウ（カリフォルニアポピー）」 

 花言葉：和解・希望 

ハナビシソウは春になると辺り一面に咲き、オレンジ

色に染まるほどの大群落を作ります。この黄金色の

花が丘一面に咲き輝いているのを見たスペインの探

検家たちはこの地を「黄金の西部」と呼んだそうで

す。属名の「エッショルチア」は、この探検家たちに同

行したロシア人の医師、「ヨハン・フリードリッヒ・エッ

ショルツ」の名にちなんでいます。和名の「ハナビシソ

ウ」は4枚の花びらを上から見ると、花の形が菱形に

見え、花菱の紋章に似ることからこの名がつきまし

た。別名は「金英花」です。 
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 本日は3660地区タイ国チェンライロータリーク

ラブから原田義之様を迎え、 卓話を承りますの

で、時間の都合もあり、会長の挨拶はご紹介の

みにとどめておきます。 

 

会長の時間 

卓  話 

１．ミャンマー、ラオス、タイ国境近くのワーヴィ

村に我が身を移して 

 私は６年前の６３歳に、会社経営から一切身を

引き、タイ北部・チェンライにありますタイ国立ダ

ムロン高校でボランティア教師をしています。そ

の傍らアカ族村の現地に入り、貧困なアカ族子

供たち支援のためミャンマー、ラオス、タイ国境

近くのワーヴィ村にあるアカ族子供寮「夢の家」

の子供たちへの「就学支援」と「識字率向上」奉

仕を、６９歳の我が身を張って行っております。 
 

２．子供たちの瞳に魅せられて 

 私は６年前に、極貧なるが故に就学が出来

ず、母国語であるタイ語を学ぶことの出来ない

山岳部・アカ族の子供たちに出会いました。そし

てその子供たちの瞳に、私は貧困とは無縁の輝

きを見たのです。私はその子供たちの輝く瞳に

魅せられたのです。そしてそのことを著書「輝く

瞳に会いに行こうを著しました。   

 

 

 

 

 

 

３．「悪の予備軍」にだけは 

 貧困な中にあっても、瞳を輝かせタイ語を一字

一字学習するアカ族の子供たちとの絆は深まる

ばかりです。それには訳があります。この地は

「ゴールデン・トライアングル」として昔からの麻

薬取引、売春地帯なのです。もしこの子供たち

が就学することなく母国語・タイ語の識字機会を

得られなければ、やがてタイ社会に巣立ち、タイ

語が使えないまま人生を送るのです。子供たち

の中には麻薬の運び屋、売春、エイズのキャリ

ヤーに身を転じる人が、今でも後を絶ちません。

その「悪の道の予備軍」に、私の目の前にいるこ

の子供たちを踏み込ませてはゆかないのです。 

４．山岳民族とタイ語 

 

 

 

 

 

 

 アカ族はタイ北部一帯に集落を形成し点在を

しています。アカ族は文字を持たないアカ語で

生活をしています。歴史的な居住環境から自民

族内での生活が主となっています。従って無就

学に近い成婦人も多く、識字率は５６％です。し

かしタイ国民である以上、タイ語の習得なくして

恵まれた生活や、将来への希望にはほど遠いの

です。すなわち子供たちのタイ語の習得は必須

なのです。 

 

５．学ばれないタイ語 

 しかしそのような点在集落実態から、子供たち

は数十キロ離れた小学校で学ばねばなりませ

ん。すなわちタイ語を学ぶためには、学校のある

村や町で寄宿し、学校に通う必要があります。そ

れが出来ない子供たちがいます。厳しい山岳で

の親の農業収入は、一家族７，８人で働き一万

円程度です。子供を寄宿舎に預け学校に通わ

せることは愚か、働き手として欲しいほどです。 

 

６．「識字率向上」奉仕とは 

 先進国の我々が子や孫たちの生きる将来に麻

薬、売春、エイズのない平和な世界を望むなら、

この子供たちに就学機会と識字機会を支援する

ことです。生活を、学費を支援してあげることで

す。前述の通り親たちの農業収入では、そのす

べてが困難なのです。これを可能にするには、

日本を含む先進国の国際奉仕活動を必要として

います。まして「識字率向上」を標榜するロータ

リークラブが目を背けることは許せないでしょう。 

「輝く瞳に会いに行こう」 RI3660地区タイ国チェンライRC会長エレクト 原田義之 様 
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おめでとうございます！ 
＜親睦委員会報告＞ 

  4月6日に開催された「春季家族例会」ですが、タイトル

を「春爛漫の嵯峨野トロッコ列車と保津川下りツアー」とし

たにも拘らず、生憎の大雨と強い風で予定していた保津

川下りが中止となり、またトロッコ列車で、優雅に満開の桜

並木を鑑賞しながら、嵯峨野観光を堪能する予定でした

が、それも残念ながら計画通りとは行きませんでした。しか

し34名と多くの会員・家族にご参加頂き「これも思い出のひ

とつになれば…」と前向きに考えています。これで親睦委

員長として、大きなイベントは最後となりましたが、皆様の

温かいご協力もあり無事終えることが出来ました。この場を

お借りして感謝申し上げると共に、あともう少しご協力の程

よろしくお願い申し上げます。  親睦委員長  西田英夫 

   オレンジのバラ 花言葉：絆 

☆「わたしにとってのきずな」    

  第２５回                森川 正敏 会員 

   毎日忙しく過ごしているせいか【絆（きずな）】についてさほど深く考えたことはな 

かったのですが、改めて「絆は何？」と問われると、私の場合は兄弟の絆かなと思います。私は４人兄弟

妹の長男として生まれ、幼い頃は重度の喘息もちであったことなどから身体が弱く、何時死んでもおかし

くないと言われていました。弟妹が生まれると長男の私は彼らの面倒をみることになりました。 

 軍隊仕込みの厳しさを持つ親父は、弟妹がちょっとした悪さをすると本人は勿論、長男である私も連帯

責任だと同様に叱られました。たとえば、罰として夕食抜きになるとそのまま眠った事もあります。特に

三男は悪さが多かったことで、二人はたびたび夕食が当たらないことがありました。そのように鍛えられ

たのか、身体も丈夫になり私たち兄弟は、中学・高校の６年間を皆勤することができました。 
 そうした中で、親父が事業に失敗し、小学校の２年生から６年生までの間、４畳半一間のアパート暮ら

しの頃、近所の子供たちに【アパートの子供】と言われ苛められたこともありました。そんなときは親に

は言わず、特に母には心配かけまいと、いつも兄弟で庇い合い励まし合い、それぞれの胸の内にその悔し

さを閉まったものでした。そのほか様々な事があり兄弟の絆が一層深まったのではと思っています。今の

世の中は、少子家族で誰からも庇って貰えずに自殺する子が増えていると言われています。

当時の私たちは決して豊かではなく、いやはっきり貧乏でしたが心豊かで幸せでした。 
 今、もう一度「絆を大切に、弟妹有り難う」と言いたいと思います。 

４月入会祝  今中七郎 会員     ４月誕生日祝 原田武夫会員   

７．私の具体的奉仕活動 

 その一方で、子供たちは日々の就学環境を確

保しなければなりません。ノーベル平和賞を受

賞されたモハマッド・ユヌス氏が唱えています。

貧困者へ物資の支援も必要だが、最良の奉仕

は彼ら自らが「自活できる生活サイクルを提供し

て上げること」だと。私はこの教えに沿って、ワー

ヴィ村にあるアカ族子供寮「夢の家」で、子供た

ち自ら耕作が可能な畑と種子、苗そして農機具

を提供して、自活できる生活サイクル支援を実

践しています。 

子供たちへ、地道ですが最も確かな識字率向上

支援をしております。その活動に対し、毎々「く

ずはロータリークラブ」様から貴重な支援金を頂

いております。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

     高島会長より今年度の支援金が授与されました 



 

 

２０１３年４月の 

 ロータリーレート １＄＝９４円 

○本日の配布物 

①４月１７日週報 

②13-14年度委員会構成表 

〇本日の回覧物 

① 

○地区行事等出席報告 

4/12GSE職業研修             畠仲、國田、橘 

○地区行事等出席予定           

4/27次年度のための地区協議会 

    北川、日野、橘、小北、米田、嶋田、木﨑、西田 

    國田、 原、駕田、初木 

5/ 11新世代新旧正副委員長会議  

                  重田、小林、木﨑、白井  

5/28 IM3組会長幹事会           高島、畠仲 
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＊創立時より健康で無事例会に出席できる事に 

 感謝しています                   今中七郎 

    2012～13年度 ４月度理事会通信    

○報告事項 

①新旧合同委員会開催の件  

 5/15開催  委員会引継書4/17配布 5/1提出期限 

②新旧合同理事会開催の件 

 6/5(水)18時～大家（おおや）  

 

〇協議事項 

①枚方市ボランティア委員会運営委員選出の件       

 北川(次)会長より次年度ボランティア委員長に依頼して頂く 

  （枚方RCと2年毎に交替で出向）                    

②子どもミュージカル後援名義使用の件         承認 

③5/29(水)創立記念日例会の件 

  会場は本会場、記念品、100％例会    後は幹事一任      

第１８５８回例会出席報告（４月10日） 

総会員数 出席者 出席率 

５４名  ３５名 68.63％ 

第１８５５回 例会補正後 出席率 82.69％ 

   メーク ７名  欠席 10名  除外 2名 

        お客様 原田義之様(チェンライRC) 

  ＜GSEドイツチーム職業研修報告＞ 

 2013年4月12日（金） 9:30～16:00 

 ★大塚家具ショールーム見学                     

 ★通天閣 散策 大阪名物こなもん昼食  

★大阪市立美術館にて（ボストン美術館日本美術の至宝）観賞 

ﾌﾘｯﾌﾟﾎｯﾌﾟさん(左)   通訳の工藤さん(右)  4千万円相当漆ﾀﾝｽ3点ｾｯﾄ 


